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ふるさと 
校長 伊藤 雄一   

 
『ふるさと（起源(オリジン)』を強くもっている人は、いくらでも遠くへ行ける  

先日、全国の公立小学校の校長が年に一度集う大会が福岡県で開かれ、私も参加してまいりました。この全国規模

の大会では、恒例として開催地にゆかりのある方が記念講演を行います。今回は、福岡県出身で世界的な彫刻家であ

る外尾悦郎さんのお話を伺う機会に恵まれました。 

冒頭の言葉は、外尾さんが講演の序盤で、「自信をもって伝えたいこと」として、私たちに話してくださったメッセージ

であり、私の心に深く残りました。外尾さんは、140年以上にわたり建設が続くスペインの世界遺産「サグラダ・ファミリ

ア」の主任彫刻家として世界的に知られています。偉大な建築家ガウディの意志を継ぎ、47年前から今日に至るまで

数々の彫刻を手掛け、サグラダ・ファミリアの世界遺産登録にも大きく貢献されました。石を彫り続けることを通して、ガ

ウディの壮大な建築を完成させるために、まさに全身全霊で尽力されています。ちなみに、今外尾さんが手掛けていら

っしゃるのは、サグラダ・ファミリアの象徴ともなるメインタワーで、来年（2026年）の完成予定に向け、その歴史的瞬間

を全世界から注目を集めているとのことです。 

外尾さんご自身、ガウディの思想を自らの「ふるさと（起源）」として、またご自身の出身地である福岡がふるさととし

てご自身の骨格をつくられていることを語っておりました。外尾さんはガウディの意志を固く受け継ぎ、歩み続けてこら

れました。そして、講演を聴く私たち校長に対し、学校やそこに関わる人々こそが、子供たちにとっての「ふるさと（起

源）」なのだと、力強い応援のメッセージを私たちに送ってくださいました。 

「やわらっ子」たちが人生で最も多感な時期を過ごす、この谷原のまち、そして谷原小学校での日々の生活。そのす

べてが、子供たち一人ひとりの確かな「ふるさと（起源
オリジン

）」となるよう、私たち教職員一同、誇りをもって大切に育んでいき

たいと、その思いを新たにいたしました。  
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さて、このお話に心を動かされて、私は外尾悦郎さんの考えや生き方に興味をもちました。そんな中、講演の中で、テ

レビ番組で女優の芦田愛菜さんからインタビューを受けられたことを話題にされていたのを思い出し、幸いにもそのイ

ンタビュー全編が動画サイトに上がっていましたので、拝見しました。     

その中で、外尾さんが子供たち、そして「お父さん、お母さんへ伝えたいこと」として述べられていた言葉が、大変印

象的でしたので、紹介します。    

（子供が好きなことを見つけたら）「親としては最高のチャンス。子供は（夢中になると）止めなければいけないくらい突

っ走っていくものだから、親はどんどん栄養（応援）を与えてあげてほしい。」「ただし、良いことと悪いことの区別は、常

に親が教えなければいけない。」   

（そして、子供たちには） 「『勇気をもって、善悪の区別をつけ、礼儀正しくやっていくこと』をお願いしたい。」 子供たち

の「好き」という情熱を信じて応援すること。同時に、人として大切な「善悪の判断」と「礼儀」をしっかりと伝えること。子

供たちとかかわる大人として大切な視点であると、共感いたしました。 
 ※ 上記の内容…YouTube サンドウィッチマン＆芦田愛菜の博士ちゃん（テレビ朝日公式）「芦田愛菜×彫刻家 外尾悦郎インタビュー完全版」より 
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先日の運動会に際しましては、足元の悪い雨の中にもかかわらず、本当に大勢の保護者の皆様に足を運んでいただ

きました。土曜日にしかご都合がつかない保護者の皆様が大勢おいでになると考え、できるところだけでもと実施に踏

み切りましたが、全校の応援合戦を終えたところで雨脚が強まり、やむなくその後のプログラムを取りやめる判断をしま

した。大変心苦しく思っております。翌週は、急な日程変更で平日の開催となったにもかかわらず、再び多くの皆様にご

来校いただき、子供たちの演技を最後までご覧いただけましたことに、心より安堵しております。この度の運動会におけ

る、私たち教職員とやわらっ子たちの取り組みに対し、保護者の皆様から多くの温かい労いと感謝のお言葉をいただき、

本当に有難く、大きな励みとなりました。 

学校生活も、今回の運動会のお天気のように、晴れの日ばかりではなく、時には雨の日も、風の日もあります。しかし、

どのような経験も、すべて子供たちの確かな成長の糧となりますよう、教職員一同、力を尽くしてまいります。 
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      ＳＣ…スクールカウンセラー相談日 

 

日 曜日 行事予定 

1 土  

２ 日 谷原地区祭 １０：００～石神井東中 

３ 月 文化の日 

４ 火 健康の日 安全指導日       SC 

５ 水 
委員会活動⑦後期始（５校時） 

４時間授業（１・２・３・４年） 

６ 木 
就学時健康診断 3時間授業 

下校 １２：３０ 

７ 金 避難訓練 起震車体験6年 

８ 土 
土曜授業 学校公開 道徳授業地区公開講座 

６年総合 キャリア教育授業 

９ 日  

１０ 月 
全校朝会 

クラブ活動⑧（卒業アルバム写真撮影） 

２年生活科見学（１・２組）石神井図書館 

１１ 火 移動教室前検診5年        SC 

１２ 水 5年軽井沢移動教室１日目 

１３ 木 
５年軽井沢移動教室２日目 

４年移動プラネタリウム 

１４ 金 5年軽井沢移動教室３日目 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 
全校朝会 持久走旬間開始 

委員会活動⑧（卒業アルバム写真撮影） 

１８ 火 
校内研究会のため4時間授業 

くすのき学級5時間授業      SC 

１９ 水 ４年デフリンピック観戦 駒沢陸上競技場 

２０ 木  

２１ 金  

２２ 土 
青少年育成谷原地区主催 
サイエンス マジックショー 
１０：３０～１１：３０ 谷原小 体育館 

２３ 日 勤労感謝の日 

２４ 月 振替休日 

２５ 火                SC 

２６ 水 
特別時程 １３：００下校 

研究会のため4時間授業 

２７ 木  

２８ 金 
研究会のため４時間授業 

２年生活科見学（３・４組）石神井図書館      

持久走旬間終了 

２９ 土  

３０ 日  

1２／１ 月 連合音楽鑑賞教室6年 

２ 火 安全指導日 

３ 水 研究会のため4時間授業 

 

１１月の予定 教職員の異動等のお知らせ 

 

この内容はシグフィーでご確認ください 

 

ねりま電子図書館の運用開始！ 
 

練馬区では、今年１月から「ねりま電子図書館」が

始まりました。練馬区の小学生もタブレットＰＣを使

っての利用ができるようになりました。 

 このたび各学校にも利用するときに使う ID とパス

ワードが記載されたカードが配布されました。 

 谷原小学校では、１１月中に全学級でこのカードを

配布し、まずは実際にタブレットＰＣで利用してみる

ところからスタートすることとしました。 

下記の点にご留意いただき、ねりま電子図書館をき

っかけにさらに多くの本に親しむやわらっ子になっ

てほしいと願います。 

・ＩＤとパスワード記載のカードは小学校卒業まで使

うので、大切に保管してください。 

・カードの保管の仕方は低学年とそれ以外の学年では

違います。詳しくは担任からお知らせします。 

・保護者の方もご家庭でお子様とタブレットＰＣを一 

 緒にご覧になり、利用の仕方をご確認いただければ 

と存じます。 

・タブレットＰＣでの探し方は次の通りです。  

※ ブックマーク→学習→ねりま電子図書館 

・既に個人的にＩＤとパスワードをもっている児童

は、どちらからも利用することができます。 

 

道徳授業地区公開講座を行います 
 

各学級の道徳授業のほかに、保護者の皆様が参加対

象の意見交換会を行います。すでに参加の回答をされ

ている方以外の方でもお越しいただくことができま

す。意見交換会の講師には、練馬区内にある東京少年

鑑別所から専門官の方をお迎えして行います。是非多

くの保護者の皆様にご参加いただければ幸いです。 

＜日時＞ １１月８日（土）８：５０～１１：３０ 

＜時程・内容＞ 

１校時 ８：５０～９：３５  

６年・道徳授業の公開  

１～５年・くすのき学級 各教科の授業の公開 

２校時 ９：４０～１０：２５ 

 １～５年・くすのき学級 道徳授業の公開 

 ６年・総合キャリア教育公開授業 

３校時 公開はありません 

１０：４５～１１：３０ 意見交換会 

意見交換会テーマ 

「思春期の子供の気持ちの理解の仕方と接し方 

～思いやりを育む～」 

講師 東京法務少年支援センター専門官 

    

 


